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Ⅰ．問題 
聾学校中・高等部の「自立活動」の指導内容・

方法については，卒業後の生徒の実情を参考にす

ることが重要である（東京教育委員会，2000）。 
聾学校の自立活動の項目にある「障害認識」の

指導内容として言語訓練や発音訓練や聴能訓練だ

けなく，生徒が自分の障害を知ることや自分に適

したコミュニケーションについて考えること，そ

して社会とのつながりについて考えることが含ま

れており，「社会参加」にとっては大きな意味をも

たらす。 
高等部生徒は小学部児童や中学部生徒と比べて，

家庭や学校や学校外などで実際に聴覚障害が原因

による困難な場面に直面することがより多くあり，

社会参加の入り口の段階にもあるため，「障害認

識」は高等部生徒にとって大事である。それ故，

聾学校高等部生徒の障害認識に関する研究の必要

性が高い。 
 
Ⅱ 目的 
本研究では，これから社会に巣立つ高等部生徒

が，自分自身の障害についてどのように認識し，

また，聾学校という聴覚障害生徒中心の生活環境

が生徒にどのような影響を及ぼしているのかをア

ンケート調査で明らかにすることを目的とする。 
 
Ⅲ 方法 

1 対象生徒 聾学校３校の高等部生徒38名を

対象にした。内訳は 1 年 10 名,2 年 16 名,3 年 12
名。男子 24 名,女子 14 名。 

2 質問項目 森田ら（1999）「聴覚障害児の障

害認識に関する一考察」，中野・吉野（1999）「聴

覚障害の心理」，相良ら（2003）「聴覚障害学生の

障害認識に関する研究」を参考にし，予備調査の

結果も踏まえて 26 項目設定した。他にフェイス

シート 6 項目を用意して基礎情報を得た。 
3 調査方法 高等部の教師に質問文を 1 つず

つ説明してもらい，生徒に回答させた。調査は平

成 18 年の 5 月，8 月，9 月に実施した。 
4 分析の方法 学校や個人の経験や環境が

違うことが考えられるので，フェイスシートを

もとに学校間，学年間，生徒間で比較して違い

はあるか，分析を行った。また，フェイスシー

トとアンケート調査結果を分析して結果をま

とめた。 
上記の結果にもとづいて高等部生徒が自分

自身の障害についてどのように認識し，また，

障害認識に対しての環境（背景）がどのように

影響しているかを中心に考察した。 
 
Ⅳ 結果 
調査結果を，コミュニケーションについて，発

音・読話訓練について，普通学校に対する意識に

ついて，不利について，知識について，成人聴覚

障害者・社会行事について，気付きや経験につい

て，心理的側面についての 8つの観点から述べる。 
1 「コミュニケーション」に関して 
友達同士（聴覚障害）とコミュニケーション手

段として手話を使用している生徒が38名中27名

（71.1％）であった。 
街の中で友達に手話を使って話すのは恥ずかし

いという質問に対して，過半数が「いいえ」と回

答した。 
手話が分からない人と会話をするのは大変かと

尋ねた結果，「はい」と「いいえ」がほぼ同数いる

ことがわかった。 
手話をどのようなきっかけで覚えてきたの

かについては，先生や先輩から教えてもらった

という回答が多い。 
聞こえる人たちに手話を覚えてもらってコミュ
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ニケーションを取りたいと思う生徒が 25 名

（65.7％）であった（図 1）。 
 

図１　聞こえる人たちに手話を覚えてもらってコミュニケーションを取りたいと

　　　思いますか？
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2 「発音・読話訓練と聞こえ」に関して 
発音・読話訓練を受けなければならない理由と

して，社会に出て，聞こえる人とコミュニケーシ

ョンを取るためには，発音が大事だと考えている

生徒が約半数いる。 
耳が聞こえるようになれたらいいなと思う生徒

が 27 名（71.1％）であった。 
3 「一般校に対する意識」に関して 
一般校へ入りたいと思ったことがあるという回

答が多く，25 名（65.8％）であった。その理由と

して，たくさん友達を作りたい，聞こえる友達と

一緒に勉強したいという意見が多かった。 
聾学校の交流プログラムでは，聞こえる小学校，

中学校，高校との交流を行っている。普通学校と

交流する前にどんな気持ちかを尋ねた結果は「不

安はある」と回答した生徒が約半数いる。 
4 「聴覚障害による不利」に関して 
回答から生活の中で，情報バリアとコミュニケ

ーション困難があることが分かった。 
5 「聴覚障害に関する知識」に関して 
聴導犬について知りたいかという質問に半数の

生徒が「はい」と回答した。 
「耳のしくみ」「手話学習」「福祉制度」などの

知識は聾学校で習うことが多いが，十分とは言え

ないことがわかった。   
聴覚障害は手術で治ると思わないが最も多く

26 名（68.4％）であった。 

6 「成人聴覚障害者，社会行事」に関して 
実際に社会に出ている聴覚障害者からの話を聞

いて勉強したという生徒が多い。 
聴覚障害に関する施設を見学してみたいかとい

う質問に対する回答は「はい」，「わからない」，「い

いえ」に分かれた。 
聴覚障害に関する行事に参加した生徒と参加し

ていない生徒が約半数いる。 
7 「聴覚障害に対する気づきや経験」に関し

て 
補聴器のことでからかわれた経験がある生徒が

13 名（34.2％），ない生徒が 20 名（52％）いた。 
聴覚障害であることを気づいたきっかけとして

「覚えていない」が一番多かった。 
8 「心理的な側面」に関して  
高等部生徒は社会に出てからの不安があると回

答したのは 24 名（63.2％），わからない 11 名

（28.9％）である（図 2）。 

図２　社会に出て，職場で聴覚障害について理解してもらえるどうか不安
　　　はありますか？
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自分が障害を持っていることに対して「恥ずか

しい」と思ったことがある人は 14 名（36.8％）

で思っていない人は 22 名（57.9％）であった。 
家族みんなで会話する時に孤立したと感じたこ

とがあるのかには「はい」が 13 名（34.2％），「い

いえ」が 21 名（55.3％）であった。 
先生の言うことがわからなくてもわかったフリ

をすることがあるかという結果は，「もう 1 回」

と言えなくてわかったフリをする生徒が 26 名と

70％近くいた。 
聴覚障害について悩むときに聴覚障害者に相談

したかについては「ある」が 10 名（26.3％），「な

い」が 25 名（65.8％）であり，聴覚障害を持っ
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ている人と相談していないと分かった。 
自分に聴覚障害があることを理由に夢をあきら

めてしまった生徒は 20 名（52.6％）であった。 
卒業した後，初めて会う人たちの前で，自分の

障害を理解してもらうために努力をする必要があ

ると答えた生徒が最も多く 32 名（84.2％）と分

かった（図 3）。 

図３　卒業した後，初めて会う人たち（周りの人たち）の前で，あなたが持っている障害を
　　　理解してもらうために努力をする必要があると思いますか？
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Ⅴ 考察と今後の課題 
高等部生徒は手話に対して肯定的に受け取め，

聞こえる人たちに手話を覚えて欲しいという意識

があることが分かった。また，自分の障害につい

て理解にもらうためには自分で説明できるように

したいという気持ちがあると考えられる。 
しかし，社会に出たら，自分の障害について理

解してくれるか，コミュニケーション出来るのか

不安になっている生徒が多いと分かった。    
社会に出ている聴覚障害者の姿を見る機会が少

なくて，生活の中で聴覚障害者としての見方や生

き方を示してくれるモデルがいないと生徒自身の

障害に対する意識や理解が育てられないと考えら

れる。また，現在の社会では，その点でまだ聴覚

障害者に対する配慮，設備が不十分である。いず

れにしても，高等部生徒が不利と考えていること

は，まとめて言えば「情報保障」の問題であると

考えられる。 
聾学校は聴覚障害者の集団形成の場であるため，

学校外の人たち（聞こえる人と社会に出ている聴

覚障害者）と交流する機会が足りなく，聾学校は

聴覚障害者の集団形成の場であるため，学校外の

人たち（聞こえる人と社会に出ている聴覚障害者）

と交流する機会が足りなく，コミュニケーション

など経験が少ないと思われる。また，教師はほと

んど聞こえる人であるし，生徒の親も 9 割は聞こ

える人なので，聞こえることへの憧れを持つ生徒

がいる。 
 聴覚障害を持つ成人は自分たちの生活を「不

利」だと思って生きているのだろうか。このこ

とを考える機会を学校教育の場で持つことが

大切であると思う。成人聴覚障害者の話を聞く

会に，高等部生徒は大変興味を持っている。し

かし，現実には話を聞く時間や内容が限られて

しまう。成人聴覚障害者が職場だけではなく，

地域・家庭で，どのような生活をしているのか

体験したことを知る学習が大切であると考え

られる。 
社会に出ている聴覚障害者と交流するため，モ

デルとして聴覚障害をもつ教師を増やしていくこ

とが必要であろう。 
障害認識は「自立活動」という特設の時間に学

習して身に付けるだけなく，授業や休み時間等，

普段の生活の中でも身に付けるものである。  
教師や親は聴覚障害による不利や困難に直面し

ている生徒たちに対して，適切な働きかけが必要

と考えられる。 
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